
Ver.10 

公益社団法人日本青年会議所 2025年度 基本方針 

佐賀ブロック協議会 会長 野下 泰弘  

ブロック協議会の 

理想の未来 

革新する佐賀の創造 夢と思いやりが結ぶ誇れる未来へ 

佐賀県は人口の流出や地域の魅力の発信など現状のままではなく、時代に沿った形で変革していかなく

てはなりません。メンバー個々の夢は違いますが、団体としての共通の夢を持ち、変えようという気持ちと

行動力があれば変えられます、夢なきものに成功なし、ブロック内の会員のリーダーシップを始めとする

成長の機会や、各 LOM との繋がり、思いやりによる広い人脈を提供いたします。そして、常に夢と理想を

追い求め、現状を見直し最良の形に変革することで、誇れる佐賀となっている未来を創造します。 

ブロック協議会の 

役割 

県内 6LOMに向け、日本 JC・九州地区協議会とも連携を図りながら情報を常に発信をするために、各理

事長とのコミュニケーションをとれる環境を創り定期的にヒアリングを重ね、LOMの実情に合わせた支援

や連携の強化を図ります。県内の LOM単体が悩みを抱えるのではなくブロック全体で LOM と LOMの垣

根を超えた交流をし、情報を共有しながら協力できる体制を創り出します。 

ブロック連携事業 

(政策手法) 

1.各地域における課題と質の高い運動の推進  

佐賀ブロックでは LOM に GianPocket へのアップロードと活用方法を推進し、LOM の事業を会員会議所

会議時の理事長報告で GianPocket を活用しながら発表いただきたいと思います。また、佐賀ブロックに

関してもすべての事業を GianPocket へのアップロードを行い、全国の JC が佐賀の事業を活用できる体

制の構築、また来年以降も佐賀ブロックが事業の参考として取り入れられるようにいたします。 

2. 地域に眠る活用しきれていない資源の調査・発掘・研究 

佐賀ブロックが県内各 LOM と連携の上、佐賀 7賢人の歴史、有田焼、佐賀みかん、県内のプロスポーツ

など、資源の調査発掘を行い、佐賀ブロック大会や全国大会佐賀大会において発信を行います。 

3. 共通の価値観を基に運動を加速させる各種プログラムの実施 

佐賀ブロックでは日本 JC と連携し、ブロックアカデミーにおいて JC プログラムの JCI Achieve と JCI 

Impactを組み込みます。 

4. ブロックアカデミーにおける JAYCEE育成カリキュラムの運用支援 

アカデミーメンバーに対し、ブロック協議会は各 LOM と連携しながら、JC プログラムを活用して人財育成

を推進します。これにより、組織や地域社会で活躍できるリーダーを育成していきます。 

5. 理念共感拡大グランドデザインの情報収集・活用・推進 

佐賀ブロックでは理念共感サーベイの実施、結果を踏まえ、各 LOMに対して理念浸透の効果を検証いた

します。 

ブロック協議会 

独自の事業 

1.佐賀ブロック大会 in武雄の実施 

【背景】 

人口減少や少子高齢化が加速する中で、若い人財の流出が課題とされています。今後、革新する佐賀

に向けて地域の魅力を発信し、誰もがよりよい暮らしをしていくための運動が必要となります。 

【目的】 

地域社会の課題解決のためのリーダーの育成と地域の魅力を発信することを目的とします。 

【手法】 

一般社団法人武雄青年会議所の佐賀ブロック大会主管における協働。地域社会の課題解決に向けた各

種フォーラムを開催際することで、会員と市民の地域の課題意識を高めます。また、式典において県内メ

ンバーと一同に会することにより、JC運動の機運を高めます。 

2.会員拡大と組織運営による LOM支援 
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【背景】 

会員の減少に加えて予算の問題などで事業の実施ができず、歴の浅い会員の経験不足など様々な要因

で運動が展開しにくい状況が続き、小規模な LOM においては存続の危機にあります。各 LOM が地域の

課題解決に向けたよりよい運動を行っていくために、LOM の実情に合わせた支援体制を確立していく必

要があります。 

【目的】 

本会と連携して県内 6LOMへの支援体制を構築し、今後の LOM発展に繋がることを目的とします。 

【手法】 

県内 6LOM の理事長から LOM の現状を細かくヒアリングし、歴の浅い会員においても県内 LOM より悩

み事、困り事の情報を集め、その問題を共通の課題と考え、LOM の問題に対してどういった支援ができ

るかを模索し、ブロック全体で協力し合える仕組みを構築いたします。また、県内 6LOM の会員拡大支援

を行います。 

3. 第 74回全国大会佐賀大会への支援 

【背景】 

2025 年 10 月に開催される第 74 回全国大会佐賀大会をよりすばらしいものとし、ブロック協議会として県

内各 LOM との協力関係をより強固なものとして会の意識を高め、全国大会の新たなモデルケースを作り

出し、佐賀ブロックのメンバー一人ひとりが成功に向けて率先して行動することが必要です。 

【目的】 

佐賀ブロック内メンバーの全国大会佐賀大会参画への機運を高め、全体で支援することを目的とします。 

【手法】 

佐賀ブロックへの県内メンバーの全員出向を行い、全国大会支援委員会、ブロック大会委員会、アカデミ

ーLOM 支援委員会の 3 委員会を構築し、ブロック大会委員会、アカデミーLOM 支援委員会以外は佐賀

JC の全国大会支援委員会へ所属していただきます。また、ブロック役員を中心に、佐賀 JC が発足させ

る大会実行委員会への出向、またその中での積極的な意見出しによるブロックとしての意図を伝え、

LOMからの要望を共有いたします。そして、4者間会議（全国大会運営会議、九州地区協議会、佐賀ブロ

ック協議会、主管 LOMの 4者）定期的に会議を開催し、進捗状況や悩みの共有を図ります。さらに、九州

地区内各ブロック協議会並びに全国 10 地区キャラバンへ参画いたします。ブロックとしての佐賀大会支

援状況を SNS 等で配信いたします。また、ブロック主催事業において佐賀大会に関する進捗状況や連携

の依頼など情報発信を行い、ブロック内各 LOM や県民に対しての佐賀大会に対する機運を醸成いたし

ます。そして、ブロックが佐賀 JC と県内 5LOM との仲介役となり、佐賀 JC 主管記念事業や運輸宿泊な

ど多角的な事業に関してのサポートをいたします。 

4. JC野球大会佐賀ブロック予選の実施 

【背景】2025 年度全国大会を開催するにあたり、JC 野球全国大会の開催も佐賀県内で行われます。全

国大会前の予行演習含め予選の開催が必要です。 

【目的】 

各 LOMの交流事業として大会を行い県内一体となることを目的とします。 

【手法】 

2025年の全国大会、JC 野球全国大会に向けての佐賀県予選といたします。 

ブロックによる

LOM支援の 

実施内容 

1. 佐賀ブロックアカデミーの実施 

2. 会員拡大における各 LOMのヒアリングと拡大支援 

3. 各 LOMの事業支援 
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